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争x:X→手i， 争(x)= kx(x，.) 
iま手ixに植を持つ確率変数争x(X)を定める。確率変数争以X)は、正定僅カーネルの非線形性










用いると、 Eyxによって X とYの独立性を特徴付けることができる。




により定義する。このとき、拡張された変数 X=(XラZ)，Y = (Y，Z)を定めると、条件付独立性
が以下のように特徴付けられる。
XJLYIZ ゃ=今 2ηIZ=O (3) 
以上の事実により、それぞれのHilbert-Schmidtノルム
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